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【出願番号】特願2016-553373(P2016-553373)
【国際特許分類】
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   Ｃ０９Ｄ 179/08     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  73/10     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成30年1月31日(2018.1.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）繰り返し構造単位（１）及び／若しくは（２）からなる一般式１によって表される
繰り返し構造単位、

【化２０】

並びに／又は、繰り返し構造単位（３）及び／若しくは（４）からなる一般式２によって
表される繰り返し構造単位を含む、少なくとも１つのポリイミド及び／又はポリアミック
酸化合物（Ｉ）、
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【化２１】

（式中、
　Ａは、テトラカルボン酸二無水物からなる四価有機残基であり、
　Ｂは、フェノール性ＯＨ基を有しない、置換又は非置換の、非芳香族又は芳香族のジア
ミンＮＨ２－Ｂ－ＮＨ２からなる二価残基であり、
　Ｍは、少なくとも２つのフェノール性ＯＨ基を有する、置換又は非置換の芳香族ジアミ
ンＮＨ２－Ｍ－ＮＨ２からなる二価残基であり、
　ｎ及びｍは、整数であり、そして、合計ｎ＋ｍは、１０～２００の値を有し、ｍは、０
より大きく、そして、ｎは、０以上であるが、
　ただし、化合物（Ｉ）１００重量％中に、フェノール性ＯＨ基を有する芳香族ジアミン
ＮＨ２－Ｍ－ＮＨ２は少なくとも５重量％存在する）
　ｂ）光配向基を含む少なくとも１つの光活性化合物（II）、
　ｃ）溶媒又は溶媒混合物、
　ｄ）任意で、少なくとも１つの添加剤を含み、
　そして、化合物（Ｉ）の量が、化合物（Ｉ）及び化合物（II）の重量の合計の５０重量
％～９９．５重量％である液晶光配向組成物。
【請求項２】
　ａ）上記一般式１によって表される繰り返し構造単位及び／又は上記一般式２によって
表される繰り返し構造単位を含む、少なくとも１つのホモポリマー型又はコポリマー型ポ
リイミド及び／又はポリアミック酸化合物（Ｉ）
（式中、
　Ａは、環状脂肪族、又は芳香族の二無水物からなる四価有機残基であり、
　Ｂは、６～４０個のＣ原子を有する、置換又は非置換の、非芳香族又は芳香族のジアミ
ンからなる二価有機残基であり、
　Ｍは、６～４０個のＣ原子を有し、更に、１分子当たり少なくとも２つのフェノール性
ＯＨ基を有する、置換又は非置換の芳香族ジアミンからなる二価有機残基である）、
　ｂ）光配向基を含む少なくとも１つの光活性化合物（II）、
　ｃ）極性非プロトン性アミド型溶媒、エステル、ラクトン、ケトン、グリコール及びグ
リコールエーテル、エーテル、アセタール、アルコール、カーボネート、ニトリル、炭化
水素、及びハロゲン化炭化水素溶媒の群の溶媒を含む、有機溶媒又は溶媒混合物、
　ｄ）任意で、少なくとも１つの添加剤を含み、
　そして、化合物（Ｉ）の量が、化合物（Ｉ）及び化合物（II）の重量の合計の７０重量
％～９９．５重量％である、請求項１に記載の液晶光配向組成物。
【請求項３】
　更なるフェノール性ＯＨ基を有する芳香族ジアミンＮＨ２－Ｍ－ＮＨ２が、以下の式３
で表されるジアミノビスフェノール化合物から選択される、請求項１又は２に記載の液晶
光配向組成物。
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【化２２】

（式中、Ｘは、直接結合であるか又は以下の式から選択される基である、二価架橋基を表
し、
【化２３】

そして、Ｙは、水素原子、Ｃ１～Ｃ４アルキル基、Ｃ１～Ｃ４アルコキシ基、ハロゲン（
Ｃｌ、Ｆ、Ｂｒ、及びＩ）を表し、そして、ｐは、１～３の整数を表す）
【請求項４】
　更なるフェノール性ＯＨ基を有する置換又は非置換の芳香族ジアミンＮＨ２－Ｍ－ＮＨ

２が、少なくとも２つのフェノール性ＯＨ基を有し、そして、分子構造中に２つ又は３つ
のベンゼン環を含むビス－ｏ－アミノフェノールであり、フェノール性ＯＨ基が、架橋基
Ｘに対してパラ位にあり、そして、アミノ基が、フェノール性ＯＨ基に対してオルト位に
ある、以下の式４に表される、請求項１～３のいずれか一項に記載の液晶光配向組成物：
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【化２４】

（式中、Ｘは、直接結合であるか又は以下の式から選択される基である、二価架橋基を表
し、
【化２５】

そして、Ｙは、水素原子、Ｃ１～Ｃ４アルキル基、Ｃ１～Ｃ４アルコキシ基、ハロゲン（
Ｃｌ、Ｆ、Ｂｒ）を表す）。
【請求項５】
　更なるフェノール性ＯＨ基を有する芳香族ジアミンＮＨ２－Ｍ－ＮＨ２が、以下の式５
で表されるビス－ｏ－アミノフェノール化合物から選択される、請求項１～４のいずれか
一項に記載の液晶光配向組成物。
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【化２６】

【請求項６】
　ポリイミド及び／又はポリアミック酸化合物（Ｉ）が、少なくとも１つの二無水物の分
子型と少なくとも２つのジアミンの分子型とを含むコポリマーであり、前記ジアミンの１
つが更なるフェノール性ＯＨ基を有しないＮＨ２－Ｂ－ＮＨ２型であり、そして、１つが
フェノール性ＯＨ基を含有するＮＨ２－Ｍ－ＮＨ２であるが、ただし、ジアミンＮＨ２－
Ｍ－ＮＨ２の量が、ジアミンの総量に対して１０重量％である、請求項１～５のいずれか
一項に記載の液晶光配向組成物。
【請求項７】
　ポリイミド及び／又はポリアミック酸化合物（Ｉ）が、少なくとも１つの二無水物の分
子型と１つのフェノール性ＯＨ基を含有するジアミンＮＨ２－Ｍ－ＮＨ２の分子型とを含
む、請求項１～６のいずれか一項に記載の液晶光配向組成物。
【請求項８】
　化合物（Ｉ）が、反復ブロック単位
．．［ブロックＢ］ｂ．．．［ブロックＣ］ｃ．．
を含むブロックコポリマーである、請求項１～７のいずれか一項に記載の液晶光配向組成
物。
（式中、ブロックＢは、式３に記載の、少なくとも１つの二無水物の分子型及び少なくと
も１つのフェノール性ＯＨ基を有しないジアミンＮＨ２－Ｂ－ＮＨ２の分子型に由来する
予重合反復構造単位を含み、
【化２７】

そして、ブロックＣは、式４に記載の、少なくとも１つの二無水物の分子型及び少なくと
も１つのフェノール性ＯＨ基を含有するジアミンＮＨ２－Ｍ－ＮＨ２の分子型に由来する
予重合反復構造単位を含み、



(6) JP 2017-513042 A5 2018.3.15

【化２８】

式中、Ａ、Ｂ、及びＭは、請求項１～７記載の意味と同じ意味を有し、そして、
ｓ、ｔは、ｂ×ｓ＋ｃ×ｔが１０～１０００の値になるようなブロックＢ及びブロックＣ
中の反復単位の数を示す整数であるが、ただし、化合物（Ｉ）１００重量％中に少なくと
も１０重量％のブロックＣの反復単位が存在する）
【請求項９】
　光配向基を含む光活性化合物（II）が、モノマー、オリゴマー、デンドリマー、プレポ
リマー、又はポリマー（コポリマーを含む）であり、前記光配向基が、
　エステル、アミド、イミド、ヒドラジド、又はチオエステル官能基（ケイ皮酸エステル
及びカルコンを含む）からなってもよい、アルファ，ベータ－不飽和カルボニル基；
　クマリン及びキノロン；
　スチルベン；
　アゾ基；
　クロモン及びクロメン；
　モノ－及びジ－アセチレン基；
　エン－イン基、
　又は光分解性ポリマー
等の官能基を含み、
　これら官能基が、非置換であってもよく、あるいはハロゲン（フッ素、塩素、臭素）；
シアノ；Ｃ１～Ｃ４－アルコキシ；カルボン酸；場合によりフッ素又はシアノ基で置換さ
れている、直鎖又は分枝鎖のＣ１～Ｃ１２アルキルを有するエステル基；場合によりフッ
素又はシアノ基で置換されている、１～１２個のＣ原子を有する直鎖又は分枝鎖のアルキ
ル及びシクロアルキル基；場合により前述の基で置換されている、６～１８個のＣ原子を
有する芳香族基等の置換基を含んでもよい、請求項１～８のいずれか一項に記載の液晶光
配向組成物。
【請求項１０】
　光配向基を含む光活性化合物（II）が、オリゴマー又はポリマー（コポリマーを含む）
であり、前記光配向基が、
　アルファ，ベータ－不飽和カルボニル基（カルボニル基は、エステル、アミド、イミド
、ヒドラジド又はチオエステル官能基（ケイ皮酸エステル及びカルコンを含む）の一部で
あってもよい）；
　クマリン及びキノロン；
　スチルベン；
　アゾ基；
　モノ－及びジ－アセチレン基；並びに
　エン－イン基、
等の官能基を含み、
　これら官能基は、非置換であってもよく、あるいはハロゲン（フッ素、塩素、臭素）；
シアノ；Ｃ１～Ｃ４－アルコキシ；カルボン酸；場合によりフッ素又はシアノ基で置換さ
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れている、直鎖又は分枝鎖のＣ１～Ｃ１２アルキルを有するエステル基；場合によりフッ
素又はシアノ基で置換されている、１～１２個のＣ原子を有する直鎖又は分枝鎖のアルキ
ル及びシクロアルキル基；場合により前述の基で置換されている、６～１８個のＣ原子を
有する芳香族基等の置換基を含んでもよい、請求項１～９のいずれか一項に記載の液晶光
配向組成物。
【請求項１１】
　光配向基を含む光活性化合物（II）が、ポリイミド及び／又はポリアミック酸のオリゴ
マー又はポリマーであり、前記光配向基が、
　アルファ，ベータ－不飽和カルボニル基（カルボニル基は、エステル、アミド、イミド
、ヒドラジド又はチオエステル官能基（ケイ皮酸エステル及びカルコンを含む）の部分で
もよい）；
　クマリン及びキノロン；並びに
　スチルベン；
等の官能基を含み、
　これら官能基が、非置換であってもよく、あるいはハロゲン（フッ素、塩素、臭素）；
シアノ；Ｃ１～Ｃ４－アルコキシ；カルボン酸；場合によりフッ素又はシアノ基で置換さ
れている、直鎖又は分枝鎖のＣ１～Ｃ１２アルキルを有するエステル基；場合によりフッ
素又はシアノ基で置換されている、１～１２個のＣ原子を有する直鎖又は分枝鎖のアルキ
ル及びシクロアルキル基；場合により前述の基で置換されている、６～１８個のＣ原子を
有する芳香族基等の置換基を含んでもよい、請求項１～１０のいずれか一項記載の液晶光
配向組成物。
【請求項１２】
　請求項１～１１のいずれか一項記載の液晶光配向組成物を調製する方法であって、成分
ａ）～ｄ）を互いに混合及び／又はブレンドすることと、液晶化合物を配向させて構造化
又は非構造化された光学及び電気光学的な素子及び装置を作製するために、光配向膜又は
コーティング材料として用いるための請求項１に記載の組成物を提供することを含む方法
。
【請求項１３】
　ア）請求項１～１１のいずれか一項に記載の組成物を基板に塗布して、液晶配向膜又は
コーティング層を形成し、
　イ）任意で、乾燥させ、
　ウ）任意で、コーティングされた層を８０℃～２３０℃で加熱し、
　エ）工程ア）～ウ）を介して調製された光配向膜又はコーティング層に、前記膜又はコ
ーティング層において異方性を誘導するのに好適な波長の配向光を光照射する、
プロセスによって調製される光配向膜又はコーティング層。
【請求項１４】
　請求項１～１１のいずれか一項に記載の組成物を含む光配向膜又はコーティング層。
【請求項１５】
　液晶化合物を配向させて構造化又は非構造化された光学及び電気光学的な素子及び装置
を作製するための、請求項１３又は１４に記載の光配向膜又はコーティング層の使用。
【請求項１６】
　請求項１３又は１４に記載の光配向膜又はコーティング層を含む、構造化又は非構造化
された光学及び電気光学的な素子及び装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　本発明において有用な脂肪族又は環式脂肪族／脂環式テトラカルボン酸二無水物の例は
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、（限定するものではないが）以下を含む：
　２，３，５－トリカルボキシ－シクロペンチル酢酸－１，２：３，４－二無水物（全て
の異性体）
　１，２，３，４－シクロブタンテトラカルボン酸二無水物；
　１，３－ジメチル－１，２，３，４－シクロブタンテトラカルボン酸二無水物；
　１，３－ジメチル－１，２，３，４－シクロブタンテトラカルボン酸二無水物；
　１，２，３，４－テトラメチル－１，２，３，４－シクロブタンテトラカルボン酸二無
水物；
　１，２，３，４－シクロペンタンテトラカルボン酸二無水物；
　２，３，５－トリカルボキシシクロペンチル酢酸二無水物；
　３，５，６－トリカルボキシノルボルナン－２－酢酸二無水物；
　２，３，4，５－テトラヒドロフランテトラカルボン酸二無水物；
　５－（２，５－ジオキソテトラヒドロ－３－フラニル）－３ａ，４，５，９ｂ－テトラ
ヒドロナフト［１，２－ｃ］フラン－１，３－ジオン；
　５－（２，５－ジオキソテトラヒドロ－３－フラニル）－５－メチル－３ａ，４，５，
９ｂ－テトラヒドロナフト［１，２－ｃ］フラン－１，３－ジオン；
　５－（２，５－ジオキソテトラヒドロ－３－フラニル）－５－エチル－３ａ，４，５，
９ｂ－テトラヒドロナフト［１，２－ｃ］フラン－１，３－ジオン；
　５－（２，５－ジオキソテトラヒドロ－３－フラニル）－７－メチル－３ａ，４，５，
７ａ－テトラヒドロ－２－ベンゾフラン－１，３－ジオン；
　５－（２，５－ジオキソテトラヒドロ－３－フラニル）－７－エチル－３ａ，４，５，
７ａ－テトラヒドロ－２－ベンゾフラン－１，３－ジオン；
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５９】
　一般的に、本発明の光配向基を含む光活性化合物（II）は、モノマー、オリゴマー、デ
ンドリマー、プレポリマー、及びポリマー（コポリマーを含む）であり、
前記光配向基は、アルファ，ベータ－不飽和ニトリル基；アルファ，ベータ－不飽和カル
ボニル基（エステル、アミド、イミド、ヒドラジド、又はチオエステル官能基（ケイ皮酸
エステル及びカルコンを含む）の一部であってもよい）；
　クマリン及びキノロン；
　スチルベン；
　アゾ基；
　クロモン及びクロメン；
　モノ－及びジ－アセチレン基；
　エン－イン基、又は
　光分解性ポリマー
等の光活性官能基を含み、
　これら官能基は、非置換であってもよく、あるいはハロゲン（フッ素、塩素、臭素）；
シアノ；Ｃ１～Ｃ４－アルコキシ；カルボン酸；場合によりフッ素又はシアノ基で置換さ
れている、直鎖又は分枝鎖のＣ１～Ｃ１２アルキルを有するエステル基；場合によりフッ
素又はシアノ基で置換されている、１～１２個のＣ原子を有する直鎖又は分枝鎖のアルキ
ル及びシクロアルキル基；場合により前述の基で置換されている、６～１８個のＣ原子を
有する芳香族基等の置換基を含んでもよい。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６７
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６７】
　光配向基を含む特に好ましい光活性化合物（II）は、式７及び式８に係るポリイミド及
び／又はポリアミック酸のポリマー及びコポリマーであり、該光配向基は、シンナマート
（５）、クマリン（９）、及びスチルベン（８）の群から選択され、これら官能基は、非
置換であってもよく、あるいは、例えば、ハロゲン（フッ素、塩素、臭素）；シアノ；Ｃ

１～Ｃ４－アルコキシ；カルボン酸；場合によりフッ素又はシアノ基で置換されている、
直鎖又は分枝鎖のＣ１～Ｃ１２アルキルを有するエステル基；場合によりフッ素又はシア
ノ基で置換されている、１～１２個のＣ原子を有する直鎖又は分枝鎖のアルキル及びシク
ロアルキル基；場合により前述の基で置換されている、６～１８個のＣ原子を有する芳香
族基等の置換基を含んでもよい。
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